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北上市長

市の動き市の動き市の動き

あ
る
。
今
回
立
ち
寄
っ
た
の
は
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
当
市
の

被
災
地
支
援
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
い
たM

icrosoft

社
へ
の

御
礼
の
あ
い
さ
つ
と
、
こ
の
近
隣

計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
の
検
証

を
す
る
た
め
で
あ
る
。

  

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
数
百
回
の

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
、
民
間
主
導
の
形
で
実

施
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
市
担

当
者
の
話
に
よ
る
と
土
地
所
有
者

が
ど
れ
だ
け
計
画
に
協
力
し
た
か

で
成
否
が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
り
、M

icrosoft

社
の
共
同
創
業

者
で
あ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ア
レ
ン
氏

も
協
力
者
の
一
人
だ
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
に
つ
い

て
も
視
察
し
た
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ(

路

面
電
車)

、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
路

線
バ
ス
が
複
雑
に
混
在
し
て
お
り
、

利
便
性
は
別
と
し
て
、
環
境
負
荷

の
小
さ
い
都
市
を
目
指
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
市
内
で
30
以
上

あ
り
、
住
民
の
富
裕
度
に
よ
っ
て

ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
の
よ
う
な
高
級

住
宅
街
も
あ
れ
ば
、
貧
困
地
区
で

は
景
観
や
治
安
に
課
題
を
抱
え
る

地
区
も
あ
っ
た
。
貧
富
の
差
と
い

う
ア
メ
リ
カ
社
会
特
有
の
課
題
は

あ
る
が
、
総
じ
て
美
し
く
、
海
の

幸
も
豊
富
で
、
住
ん
で
み
た
い
街

と
い
う
印
象
を
抱
い
た
。

　
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
を
記
念

し
て
先
月
末
か
ら
コ
ン
コ
ー
ド
市

を
訪
問
し
た
。
今
ま
で
５
年
ご
と

に
交
互
に
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
よ
っ
て
市
民
同
士
の
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
交
流
を
続
け
て
き
た
。

今
回
も
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
45

人
の
訪
問
団
全
員
が
大
き
な
感
動

を
い
た
だ
い
て
帰
国
し
た
。

  

交
流
の
様
子
は
ま
た
別
の
機
会

に
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は

途
中
訪
問
し
た
シ
ア
ト
ル
市
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
。
同
市
は
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
北
部
ワ
シ
ン
ト
ン
州

の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
、
人

口
は
約
60
万
人
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社

やM
icrosoft

社
、A

m
a
zon

社
な

ど
の
著
名
な
企
業
が
生
ま
れ
た
都

市
で
あ
る
。
ま
た
20
年
前
、
現
在

北
上
市
が
進
め
て
い
る
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
地
域
別
構
想

(
近
隣
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム)

を
地
区

単
位
で
策
定
し
て
い
る
都
市
で
も

大船渡市 陸前高田市 宮城県 福島県 市内間
14世帯 31世帯 20世帯 19世帯 2世帯
30人 56人 47人 46人 2人

野田村 田野畑村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市
１世帯 １世帯 ９世帯 27世帯 69世帯 50世帯
３人 ４人 16人 63人 131人 125人

※市で把握している人数です。市内に避難している人で、ま
だ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　   　(９月30日現在)

　
市
は
、
平
成
15
年
に
作
成
し
た

旧
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。
洪
水
・
土
砂
災
害
に

対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
今

回
の｢

広
報
き
た
か
み｣

と
共
に
市

内
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
だ
け

で
な
く
、
過
去
の
浸
水
実
績
や
土

砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
を
16

地
区
ご
と
に
大
き
な
縮
尺
で
掲
載

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
閲
覧

も
可
能
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
家
族
で

話
し
合
い
な
が
ら
自
宅
周
辺
の
危

険
箇
所
の
確
認
や
避
難
所
ま
で

の
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
書
き
込

暮
ら
し
の
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
き
た
か
み
開
所

新
た
な
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
完
成
し
ま
し
た

  

住
ん
で
み
た
い
街
シ
ア
ト
ル

　｢

暮
ら
し
の
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
き
た
か
み｣

は
１
日
、
北
上

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
所

し
ま
し
た
。

　
同
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
４

月
に
施
行
す
る
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
で
、

市
が
北
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
た
も
の
で
す
。
生
活
や
就

労
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
複
合
的
な

課
題
を
抱
え
て
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
人
の
相
談
を
受
け
自
立
計
画

作
成
、
就
労
支
援
や
家
計
相
談
な

ど
に
よ
り
関
係
機
関
と
連
携
し
自

立
を
支
援
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

地図上に避難ルートなどを
書き込んでください

み
、
各
家
庭

オ
リ
ジ
ナ
ル

の
マ
ッ
プ
と

し
て
活
用
い

た
だ
く
も
の

で
す
。
ま
た
、

避
難
ル
ー
ト

を
実
際
に
歩

い
て
み
る
こ

と
も
大
切
で

す
。
地
図
だ

け
で
な
く
、

洪
水
や
土
砂

災
害
に
関
す
る
内
容
や
避
難
勧
告

基
準
な
ど
を
掲
載
し
た
情
報
ペ
ー

ジ
に
も
目
を
通
す
こ
と
で
、
災
害

や
避
難
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　　
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
別
に
住
民
説
明
会
を

行
う
予
定
で
す
。
日
程
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
消
防
防
災
課
で
は｢

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て｣

の
講
座
を
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
で
行
っ
て
い
ま
す
。
災

害
に
対
す
る
備
え
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
治
会
や
職
場
の
勉

強
会
な
ど
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　


